
 

 「ビッグデータ時代の情報分析・その技術と活用の最前線」 

巨大なデータを、高度なデータマイニング手法によって深く分析し、その結果を活用する。 そのようなビッ

グデータに関する関心がクラウド技術などの進展により、一般企業にも可能となってきたこともあり一気に高

まっている。今回のセミナーではそんな中で、情報の活用環境を劇的に変革するといわれるインメモリー・コ

ンピューティングを実装した先端事例を含めビッグデータ時代の情報分析に関する技術と活用の最前線をご紹

介致します。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

開催日時：2012年5月24日（木）13：30 ～17：00 

会場：NHK青山荘（表参道駅下車Ｂ３出口徒歩3分）03-3400-3111    

================================================================= 

1.「ビッグデータ時代のビジネス変革 - 情報分析による"実行"こそが競争力に」 

概要：情報およびデータに対する社会的ニーズが高まり、それらに応えるICT技術が急激な進化を遂げたこと

で、世界中で情報・データが爆発的に増大しています。その結果、企業の内外で生まれるこのような膨大な

データを、いかに適切に収集・管理しビジネスに活用するかが、企業の大きな課題となっています。 本セッ

ションでは、ビックデータがビジネスに与える影響とそれを企業戦略に活用するためのヒントを、国内外の先

進事例を交えてご紹介します。 

■講師：日本アイ・ビー・エム株式会社 インフォメーション・マネジメント事業部 

    マーケティング・マネージャー  中林 紀彦 氏 

2. 「ビッグデータって、何が嬉しいんでしたっけ？」・・ データ活用のROIを最大化する3つのポイント 

アジェンダ：・ビッグデータって、そもそも… ・データ活用でROIを最大化するための3つのポイント 

      ・SAPがご提供する、超リアルタイムビジネスとは 

■講師：SAPジャパン株式会社 リアルタイムコンピューティング推進本部 シニアマネージャー村田聡一郎氏 

3.「爆発的に増加しつつあるビッグデータの効果的活用手法」 

-激変するデータの活用／死蔵で今後明暗が分かれる - 

・自社のステージに合ったビッグデータの活用方法 ・ビッグデータ時代のスマートデータ活用技術とは 

・多様・大量なデータの各種効果的データ活用事例 

■講師：産総研ベンチャー モデライズ（株）代表取締役社長 高村淳 氏 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

会費：一般 ￥２１，０００、関連会員 ￥１８，９００ （税込み）

========================================================= 

お申込要項・・（抜粋） 

◇申し込み受領後すぐにご請求書を郵送します。「参加証」は原則 e-mailにて開催１週間前までにお送りしますので、 

 メールアドレスは忘れずにご記入ください。 

◇ お申込・お問い合わせ 事務局 （株）ビジネスインテリジェンスネットワーク（ＢＩＮＥＴ） 

  電話 ０３ー５６０５ー０８７５ ＦＡＸ ０３ー５６７４ー７３２２ 

◇ WEB上からも簡単にお申込が可能です。またセミナー詳細、要項等を必ずご確認ください。  

   Http://www.binet.co.jp/event/event.html#t2  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

事務局宛（ＦＡＸ５６７４ー７３２２）  セミナー 申込書   

  下記の通り ＢＩＮＥＴ戦略セミナー120524（5／24）  に     名 申し込みます。 

備考 

 参加者氏名 所属・役職 

ご参加される方 １）  

 ２）  

貴 社 名 

 

  

ご連絡先住所 

書類送付先 

 

 〒 

１） 

２） 

ＴＥＬ         ＦＡＸ 

                        E-mail 

ＢＩＮＥＴ戦略セミナー120524 
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